
資料１ 学校司書の配置（横浜市） 2023/2/27
学校図書館を考える会・横浜

「令和5年度 教育委員会事務局予算概要」 p.31
学校司書配置事業 987,133千円

学校図書館の充実を図り、⼦どもの読書意欲の向上や情報活⽤能⼒の育成に寄与するとともに、
教職員の授業⽀援を⾏い教職員の負担を軽減するため、
学校司書を引き続き全⼩・中・義務教育・特別⽀援学校に配置します。 

総額 学校数 １校あたり
H25（2013） 69,000,000 125 552,000 （10⽉からの半期分）
H26（2014） 299,000,000 250 1,196,000
H27（2015） 442,788,000 375 1,180,768
H28（2016） 624,944,000 498 1,254,908
H29（2017） 687,370,000 497 1,383,038
H30（2018） 671,260,000 498 1,347,912
H31（2019） 706,639,000 499 1,416,110
R2（2020） 883,817,000 500 1,767,634
R3（2021） 988,114,000 499 1,980,188
R4（2022） 984,416,000 498 1,976,739
R5（2023） 987,133,000 497 1,986,183 ※

※学校数 ⼩学校337 中学校144 義務教育学校3 特別⽀援学校13
     義務教育学校は前期後期それぞれに司書配置
     「令和5年度 教育委員会事務局予算概要」より

資料２ １校あたりの図書購⼊費 神奈川県内の⽐較

★県内最多 ※県内最少（無回答を除く）

⼩学校 中学校 ⼩学校 中学校
横浜市 627,596 1,054,338 627,596 1,047,581
川崎市 1,013,193 1,313,596 1,045,316 1,359,250
相模原市 188,986 276,222 261,972 385,000
（開成町） ★1,859,500 1,024,000 ★1,508,500 734,000
（⼤和市） 619,737 ★1,362,444 651,158 ★1,405,444
（三浦市） ※158,000 ※157,750 ※159,000 ※158,667

全国学校図書館協議会（SLA）
「2022年度学校図書館整備施策に関するアンケート」（2022年11⽉14⽇現在）より
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